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○妊産婦アクセス支援事業　　　　　　   3 万 5 千円　
　遠方の分娩施設で出産する必要がある妊婦に対して、
分娩施設までの移動にかかる交通費及び宿泊費の助成
を行い、妊産婦の経済的負担軽減を図ります。

＜福祉課＞

○妊婦支援給付事業　　　　　　　　　　   425 万円　
　出産・育児に係る経済的支援（妊婦支援給付金）を
行います。＜福祉課＞
※従前の「出産・子育て応援給付金事業」の経済的支
援を名称変更し新たに創設

○帯状疱疹ワクチン接種事業　　　   1,002 万 6 千円
　帯状疱疹ワクチンの定期接種化に伴い、
⑴ 65 歳の人
⑵ �60 歳以上 65 歳未満であって、ヒト免疫不全ウイル
スによる免疫の機能に障害があり、日常生活がほと
んど不可能な人
⑶ �5 年間の経過措置として、65 歳を超える 5歳刻み年
齢の方（70.75.80.85.90.95.100 歳以上）
の接種費用の一部を助成します。＜健康増進課＞

○人間ドック補助事業　　　　　　　　139 万 8 千円
　30 歳以上の被保険者が人間ドックを受診する場合、
費用の一部を助成します。＜健康増進課＞

■福祉

○こども食堂運営支援事業　　　　　　　　50 万円　
　食事の提供を通じ ､地域住民と子どもが交流し ､学
習支援や遊びの体験をすることができるこども食堂を
実施する団体に補助金を交付し運営を支援します ｡

＜福祉課＞

■防災・消防・救急

○洪水ハザードマップ（その他河川）整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　  867 万 9 千円　
　山口県が令和６年度に作成した、その他河川の洪水浸
水想定区域図に基づき、町内その他河川（10 河川）の
ハザードマップを作成し、洪水災害の危険性の周知を図
ります。＜総務課＞

○海業振興推進事業　　　　　　　　　　   700 万円　
　漁港における豊かな自然や漁村ならではの地域資源
の価値や魅力を活かした海業の取り組みを森野漁港（片
添地区周辺）において推進するための総合計画の策定
や必要な調査・分析等を行います。＜農林水産課＞

○港整備交付金事業　　　　　　　　　   5,070 万円　
　本町管理の漁港施設と山口県管理の港湾施設を一体
的に整備し、漁港・港湾の利用促進および地域の活性
化を図ります。＜施設整備課＞

○フェリー航路運賃補助事業　　　　  192 万 8 千円　
　地域住民の移動手段の確保及び四国エリアからの観
光客誘致のため、周防大島松山フェリー株式会社が実
施する旅客運賃の割引に対して、町が割引費用の一部
を助成します。＜商工観光課＞

■生活環境の整備

○宅配ボックス設置促進事業　　　　　　     50 万円　
　再配達で排出される二酸化炭素を削減し、環境への
負荷を減らすため、宅配ボックスの購入費の一部（２
分の１　上限 5,000 円）を補助します。＜生活衛生課＞

○離島航路浮桟橋更新等工事　　   　6,247 万 9 千円　
　老朽化している前島及び情島の浮桟橋の更新等工事
を行い、安全安心な離島航路の維持に努めます。

＜地域交通課＞

■都市基盤の整備

○浮島通信環境改善事業　　　　　   1,722 万 6 千円　
　浮島の通信環境を改善するため、高速通信が利用で
きる無線機器を整備し、各家庭や学校に安定的な通信
環境を提供します。＜政策企画課＞

■産業の振興

○タウンプロモーション事業　　　　　76 万 1 千円　
　都市部で行われる催事へ出展し、ふるさと納税、移
住及び観光など、本町の魅力を都市部で総合的に発信
します。＜政策企画課＞

○地域経済循環創造事業補助金　　　　    1,500 万円　
　産学官金の連携により、地域の資源と資金を活用し
た地域密着型の創業・新規事業を支援するため事業化
段階で必要となる初期投資費用について補助します。

＜政策企画課＞

○花木生産組合補助事業　　　　　　　　　   5 万円　
　花木類の産地化の促進を図るため、花木生産組合の
活動の支援を行います。＜農林水産課＞

○就農準備資金補助事業　　　　　　　　　 20 万円　
　国の要綱に基づく就農準備資金を活用し研修を受け
る新規就農者に対し、国の補助分の年額 150 万円に 15
万円の上乗せ補助を行います。また、研修を指導する
先進農家に年額 5万円の補助を行います。

＜農林水産課＞

○家畜共済推進事業　　　　　　　　　 28 万 5 千円　
　養牛農家の経営安定を目的に、家畜共済事業の加入
促進の支援を行います。＜農林水産課＞

■定住の促進

○移住サポーター制度事業　　　　　　　　24 万円　
　地域の人や先輩移住者などさまざま人に移住サポー
ターに登録していただき、移住を検討している人に体
験談や具体的な話を聞かせていただくことで、移住に
対する不安の解消や具体的な移住計画につなげます。

＜空家定住対策課＞

■学校教育

○小中学校特別教室空調設備設置工事
　　　　　　　　　　　　　　  2 億 2,671 万 8 千円
　久賀・明新小学校、大島中学校の未整備の特別教室の
空調設備設置工事を行います。＜教育委員会総務課＞

○小中学校体育館等照明 LED 化改修事業
　　　　　　　　　　　　　　　　   1,705 万 5 千円　
　８校分の体育館の LED 化を進めていくために、令和７
年度は実施設計業務を行います。＜教育委員会総務課＞

○安下庄小学校体育館屋根防水改修工事
　　　　　　　　　　　　　　　　   3,521 万 3 千円　
　過去に部分的な防水改修工事を複数回行ってきまし
たが、現在でも雨漏りが続き根本的な改善が見込まれ
ないことから全体的な改修工事を行います。

＜教育委員会総務課＞

○教育備品等購入事業　　　　　　　1,225 万 1 千円
　米空母艦載機部隊配備特別交付金を活用し、各小中
学校での教材備品や給食センターにおける機器の充実
を図ります。

＜教育委員会総務課・学校教育課・各小中学校＞

■保健・医療

○ 医療・行政 MaaS 推進事業　　　   2,743 万 8 千円　
　自宅から役場や病院までの移動手段がなくても行政
サービスや医療サービスを享受できるよう、医療・行
政サービスの機能を持つマルチタスク車両を導入しま
す。自宅や最寄りの場所で医療・行政サービスを提供
することで、生活利便性の維持・向上を図ります。

＜政策企画課＞

まちの予算
　令和７年度当初予算は、「人と自然が響きあう 笑顔あふれる安心のまち 周防大島」の実現に向け、
１．自然と共生した快適で活力あるまちづくり、２．人が元気で活躍するまちづくり、３．安全・
安心で思いやりに満ちたまちづくりという３本の柱のもと、編成されています。
　広報４月号では、会計別の総予算額や目的別の予算規模について掲載しました。今月号では令
和７年度に新たに取り組む事業について、ご紹介します。なお、その他の主な事業につきましては、
町ホームページの「当初予算の概要（ページ ID検索：6103）」に掲載していますので、ご覧ください。

１．�自然と共生した快適で活力ある
　　まちづくり

＜＞内は担当課名

機構改革に伴い、令和 7 年 4 月 1 日から事業の所管課が変更となりました。
  　　掲載事業については、機構改革後の課名を掲載しています。
  　　○政策企画課「渡船関連事業」　→ 　地域交通課
  　　○商工観光課「バス関連事業」　→ 　地域交通課
  　　○健康増進課「母子関連事業」　→ 　福祉課（4月 1日：こども家庭センター開設）
  ※水道事業は経営統合により、柳井地域広域水道企業団に予算計上となります。

２．�人が元気で活躍するまちづくり

３．�安全・安心で思いやりに満ちた
　　まちづくり


